
コロナ禍における 
特定健診・特定保健
指導等の保健事業 

 

 

令和３年１月 

神戸市職員共済組合 



神戸市職員共済組合 
の紹介 

神戸市職員の福利厚生事業の担い手 

 

組合員に対して、 

年金事業・医療給付事業・福祉保健
事業のサービスを提供 

 

令和元年度末現在 

組合員数  16,191人 

被扶養者数 15,206人 



保健事業の内訳 

健診事業 

   特定健康診査・特定保健指導 

   人間ドック・脳ドック・婦人科単独検診 

   子宮頸がん検診料助成 

   歯科検診 

健康増進・元気回復事業 

   ハイキングといもほり大会 

   職員駅伝競走大会 

   インフルエンザ予防接種助成 

啓発事業 

   出前職員健康づくり教室 

   健康アプリMYCONDITIONKOBEの活用 



特定健康 
診査 

受診率の推移 

組合員は98％前後で推移 

被扶養者は65％前後で推移 

60共済組合（都道府県・政令市）中 第５位 

2017年
度 

2018年
度 

2019年
度 

組合員 98.42％ 98.16% 98.27% 

被扶養者 64.8% 67.41% 65.78% 

合計 88.23% 89.0% 88.74％ 



特定保健 
指導 

実施率の推移 

組合員 2019年度に10ポイント以上下落 

被扶養者 2018年度に10％付近まで上昇するも 
     2019年度再び下落 

60共済組合（都道府県・政令市）中 第50位 

2017年
度 

2018年
度 

2019年
度 

組合員 21.23％ 26.21% 15.12% 

被扶養者 7.69% 9.8% 7.35% 

合計 20.09% 24.71% 14.41％ 



特定保健指導実施率低下の原因分析 



新型コロナウイルス感染症の影響を受けた 
保健事業ですが、 
 
働き方改革に合わせたICTを活用した取り組み
も実施しましたのでご紹介させていただきます。 
 
皆様のご参考になれば幸いです 



ICTを活用した取組み 
その① 
 
遅ればせながら 
共済組合ホームページ
の開設 
 



ICTを活用した取組み
その② 
 
特定保健指導の 
ICT遠隔面談 
（スマホ面談） 



ICTを活用した取組み
その③ 
 
申込フォームを 
利用したWEB申請 
 
導入事例 
 
インフルエンザ予防接種助成 
 
人間ドック助成 
 
子宮頸がん検診料助成 
 
etc… 

 
 
 
 



2019年4月 
神戸市民向けに提供開始 
 
2020年3月 
共済組合員向けに 
提供開始 
 
➡市外在住の組合員も利用可能
に 

ICTを活用した取組み 
その④ 
 
MY CONDITION KOBE 
の活用（１） 



ICTを活用した取組み 
その④ 
 
MY CONDITION KOBE 
の活用（２） 

2020年2月 
ピラティス開催 
 
2020年10月 
健康スコア 
ランキングイベント開催 



その他、 
令和2年は新型コロナウイルス感染症の流行によ
り事業調整を余儀なくされた１年でした。 



人間ドックの
自粛要請 
 
緊急事態宣言を受け 
一時中断 
 
 
 



被扶養者の 
特定健診の 
期間延長 

 
11月30日まで 

↓ 
12月31日まで 



参考） 
職員定期健康診断の 
新型コロナウイルス 
感染症対策 
 
 
・入口 アルコール消毒液設置 
 
・マスク着用義務 
 
・受診日時を指定 
 ソーシャルディスタンスの徹底 
 
 ➡3密回避の徹底 
 
 
 
 
 



これからのコロナ禍 
における 
保健事業の取組み 

 

・ICTを活用できるものは活 
 用する 

 

・感染対策を行ったうえで 
 実施する 

 

・固定概念にとらわれない 

 



コロナ禍において 
引き続きICTを活用した取り組みを 

行いながら 
利用者である組合員の声を聞きながら 

特定健診・特定保健指導等 
保健事業を実施してまいりたいと思います 

 
ご清聴ありがとうございました 

 


